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お元気ですか？
■ 朝夕の寒暖の差が広がり紅葉がそろそろ見頃を

迎える季節です、皆様如何お過ごしでしょうか？

コロナ禍が少しづつ落ち着きを取り戻したかに見

えていたのも束の間、全国各地で感染が広がってい

ます。世界の状況も収束には程遠く、依然として感

染拡大が続いており留まる気配がありません。

九州各地でも再燃の兆しが見えており、これまで

同様油断することなく三密を避け、外出自粛や手洗

い・マスクの着用など行い、引く続き感染防止に努

めていきましょう。

■ 第 4回目の古窯跡の見学を秋晴れの 10月 29日
に実施しました。

文化財パトロールの大串・吉永両氏の案内で、坂

井、井手、馬場、栗山、鶴兄、中村が参加し総勢 8
名の活動になりました。

泉山地区では楠木谷窯跡、枳藪窯跡、年木谷 1～3

号窯跡を見学し、山内町板ノ川内の百間窯跡を訪れ

ました。今回の古窯跡の見学はコロナ禍での運動不

足を解消するのに丁度良い活動になりました。

なお、百間窯に関しての資料は資料館の「泉山日録

－有田の陶磁史」を検索しご覧ください。 外出自粛で巣ごもりが続きストレスは溜る一方、

適度の運動でストレス解消にと「ミニ登山」を先月

から開始しました。虚空蔵山は高校時代の仲間の誘

いで登り、天山へは夫婦で登りました。いずれも登

山口まで車で移動し約 1時間くらいの登山ですが、
筋力のなさを実感する登山になりました。

今月中旬は再度天山への登山に

挑戦します。無理のない運動は

老化防止に良い効果を生むので

継続したいと思います。

■ 11月 9日、「有田八十八ヶ所めぐり」は 8名参
加で実施、旧東庁舎駐車場に集合して 19番札所から
26番札所まで巡りました。19番札所では、有田で最
初のタイルを焼いた松尾徳助の磁器製の墓を見学し

ました。(※21番札所は猿川の工事通行止めで中止！)


